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※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

事業実施上の課題
（事業担当者記入）

みらい留学実施については、寮の確保が第１の課題となる。民間施設を活用した寮設置と受入体制を整備する必要

がある。

サテライト教室検討では、法律緩和に向けた特区提案と申請が第１の関門となる。また教室の場所や奨学金制度な

ど、看護師確保と定着に向けた仕組みづくりも重要となってくる。

評価結果の根拠
及び今後の課題
（担当課長記入）

種子島高校の魅力化に関する取組は中学・高校との連携のもと、島外からの留学を促進していくステージに移行す

るため、アピールや受入環境整備が課題となる。

また、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、看護師をはじめとする医療従事者不足が顕著になり、熊毛地区医師

会からも対策を要望されている。原田学園との連携により課題解決の一助となるよう行政の役割を果たしたい。

2023年度方向性

地元へ高校を存続させるため種子高魅力化支援検討委員会を中心に、オール西之表市で様々な取組を検討する。

看護学校サテライト教室設置に向け、法律の緩和を目指した特区提案や申請、その他、３者での検討を踏まえ、教

室設置に向けた協議を進める。

事業の意図
①流出を防ぐ。(若年層の人口を確保する）

②種子島での教育の機会を与える。

事業の実績
と成果

取組内容

地元に高校を存続させる取組としてアパート代・バイク通学・検定料助成を行った。また、島外から生徒を

呼び込むため、種子島高校と地域みらい留学の参画に向けて、関係者による検討委員会を行った。

看護学校のサテライト教室設置検討について、原田学園、医療センターと連携して検討するために、協議会

を立ち上げた。

成　果

バイク通学41名、検定試験635件、アパート代２名分の補助金支給を行った。支援制度について、引き続

き、積極的なPRを行っていく。また、関係者で構成する検討委員会を行ったことにより、中学校と高校、行

政の連携を図ることができ、みらい留学参画へ弾みがついた。

看護学校サテライト教室設置のための協議会を発足させることにより、３者で課題や方向性などを共通認識

することができた。

長期振興計画
の位置づけ

施策名 計画的で効率的な行政運営の推進

基本事業名 広域的な取組の推進

事業名 高等教育機関等活用事業 総事業費 1,788 千円


